


























ple‘Waste not，Want nOt：と定義していて，NODEより明確になっている  
が．．welトknown’によって包含される範囲を画定することはむずかしい。   







れも本研究で依拠するには適切ではない。一方，Wilson（1970）は例が塵富で   















b．Oneknavewillfhvour／seeks outanother．  
「悪党は悪党に興味を示す。」  
C．Onepairofheels／1egs倫etis（often／sometimes）worthtwopairof  













いことに，17世紀以降は外来起源の諺は，スペイン語とドイツ語起源のもの各   

































「甲の生は乙の死である。」   
藤 原 保 明  16  
c．Oneman’smeaLt，isan0therman’spoISOn．  































c．Onetale／storyisgooduntilanotherbetold几eard．   
英語の誠におけるoneの用法  17  


















（8）a．One mdle does scr11b an6therl「甲のらばが乙のらばをこする。→  
互いにへつらう／友人の好意には報いなければならない。」  
b．Oneg60dtdrndes6rveSan6therl「甲の善行は乙の善行に値する。」  
c．One dec6itdrives outan6therl  










と考えられる。次に，主語と述語全体が対比される（9c，d）のような例や，One   





b．One handwashes anotherbutboththeface．  
「一方の手は他方の手を洗う，しかし両手は顔を洗う。」  











あるが，（10a）のat one doorはat a door，（10c）のfbr a womanはfbr two  
menという異形がそれぞれ用いられていること，および，（10c，d）では，aは  
one「一つの」という意味で用いられていると判断できることから，One－One  
という形式と同等とみなせる。（10e，f）のa houseとa bakingについても同  
様の解釈が可能である。ただし，（10g，h）のatrudgeとtheturnについては，  










f：Onesconeofabakingisenough．   























£ Oneshrewisworthtwosheep．  
「がみがみ女房一人はおとなしい女房二人分のイ跡打ちがある（〕」  








「理由は岬－・つあれば五十あるのと同然である。」   




















b．One white fbot－buy him；tWO Whi七e fbetMtry him；three  
white fbetMlookwe11abouthim；fbur whitefeet－gO With－  
outhim．「白い足が－一本のは買え，二本のは試してみよ，三本のは  
前後左右をよく調べよ，四本のは買わずにおけ。」  
1．3．0neが数詞と対比されない型   
Oneからh11ndredまでの数詞が述部に用いられない諺は13例である。この  
うち最も多く用いられているのはall（5例），次いでa／thewhole（4例），many  






「領主の一番政は彼のすべての館に催する。」   






























1．5．まとめ   
非独立用法のoneで始まる諺のほとんどの例において，Oneは「一つの，一  
人の」などの数詞として用いられている。このoneと対比されるのはanother  
と数詞であるが，この数詞には制約があり，One，tWO，threeなどの特定の数   































c．Oneandnoneisallone．「一と零とは全く同じである。」   




「廷臣の一人だが顧問ではない。」   
次に，Oneの大半は（17a）のように「人」を表す。Oneが「人」以外の意味  
を表す場合は少なく，（17b）のような数字の「一」が3イ札（17c）のような「一  













b．Onedoesthe scathe andanotherhasthescorn．  
「甲が悪事を働き乙がさげすまれる。」  











「同時に飲んだり口笛を吹いたりはできない。」   

































「心臓が靴の中にある。→落胆する，などの意。」   































（23）a．Amancandonomorethanhecan．   










ばならない。」   














£ AmanJEverymanisaman．「人間は人間である。」  
g．A man／Ybu maylead a horse to（the）water but（he）cannot  
make him drink（unless he will），「人は馬を水際へ連れて行くこ  
とはできるが馬にその気がなければ水を飲ませることはできない。」  
h．AmanPrhey傭neednotlookinyourmouthtoknowhow old  
youare．「人は君が何歳かを知るために君の口を覗き込む必要はない。」   
三番目に，amanで始まる諺は，独立用法のoneで始まる諺と同様に，人  
の行為や状態を表す例が大半を占め，対比や替えを表す（25c，d）のような例は  
少ない。この点において，非独立用法のoneで始まる諺とはかなり異なる。   









3．2．Aman，sで始まる諺とその用法   
Amanの限定用法であるaman，sは12回生じる。この形式は（26a）では例外  






3．3．Themanで始まる諺とその用法   
Manが不定冠詞ではなく定冠詞を伴うthe manは2例にすぎない。このう  
ち，（27a）のthe manはa manと交替しているが，a manで始まる諺の中で  
a manがthe manと交替する例は全くないことから，the man～の方が標準  
的であると考えられる。一方，（27b）の諺には，下線部の3箇所において異な  
る異形（The holy manOfGoq望主生垣better竺主些his bows and arrows  










されていないので，「男または夫」ではなく「人間，人（一般）」であろう。い   
藤 原 保 明  28  
ずれにせよ，menは（28d，e，f，g）のように常にthey／their／themと照応し，men  
で受けることはない。この点において一部のoneや後述のmanとは異なる。  












e．Men are blindin their own cause．／Every manis blindin his  
owncau＄e．「人は自分自身の（利益）のためには盲目になる。」  












3．6．Men，sで始まる諺とその用法   
Menの限定形式であるmen，sは（30）の1例のみであり，代名詞のtheyが  
menと照応している。  
（30）a．Men’s years and their faults are always more thanthey are  
willingtoown．「人の年齢と欠点は必ず本人が認めることを肯んじ   
英語の諺におけるoneの相法  29  
る数よりも多い。」  




（31a）のみであり，他はすべて（31b，C，d，e）のように，manまたはthe manで  
あり，この点においてamanやmenと大きく異なる。第三に，manはone  






















3．9．まとめ   
Amanとmenは「人」を表す点において基本的に異なることはないが，後  
者はoneと交替しない点において前者とは異なる。一方，manはwomanと  
対比されない限り「人間」を表し，「神」と対・比されるものとして捉えられて   
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